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Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

Co-Nb 2元系の金属間化合物であるNb2Co7は，特異な機械的性質を示すことが明ら
かに なっているが，その結晶構造の詳細に 関 す る 報 告は少ない。本研究で
はNb2Co7の結晶構造を詳細に明らかにすることを目的として，集束イオンビーム
装置を用いて透過型電子顕微鏡観察用試料を作製した。

実験
Experimental

Nb2Co7の結晶構造を詳細に明らかにすることを目的として，集束イオンビーム装
置を用いて透過型電子顕微鏡観察用試料を作製した。

結果と考察
Results and Discussion

Nb2Co7単相合金の等温熱時効材から，集束イオンビーム装置を用いて複数の結晶
粒を横断するように透過型電子顕微鏡観察用試料を作製した。約5μm四方の観察
面積を有する厚み約100nmの薄膜試料の作製に成功した。今後は透過型電子顕微に
より組織観察及びディフラクション解析を実施していく予定である。
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図1 薄膜試料を作製したCo-22.2Nb合金熱時効材の表面組織（低倍）
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図2 薄膜試料を作製したCo-22.2Nb合金熱時効材の表面組織（高倍・2次電子像）
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図3 薄膜試料を作製したCo-22.2Nb合金熱時効材の表面組織（高倍・反射電子像）
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図4 薄膜試料の作製位置
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図5 薄膜試料の作製位置（デポ終了後）
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図6 薄膜試料の作製状況（粗加工後）
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図7 薄膜試料の作製状況（薄膜加工前）
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図8 薄膜試料の作製状況（薄膜加工後・側面）
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図9 薄膜試料の作製状況（薄膜加工後・断面）
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図10 薄膜試料の作製状況（薄膜加工後・断面拡大）
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